





















1. 移行の標識 (Markersof Transition) 
1. 1. aλλd 
これは oEよりも強し、反意の小辞であるが，次の箇所では移行の標識として機能してい
るとされる:
Ro 15，20・210UTωSO主。t入OTlμOVI-lEVOVEuaγγEA((EU9αl OUX OπOU4voμdσ0ηXplσTOS， 
lVα 同 h'd入OTplOν9E戸川ov01 Ko801-lW， (21)弘通 Kα9wsγEypαπTαl= aynpes 












Mk 5，39 TらTIaL8l0ν 並区 aTIE6ανEν 弘通 κα6EU8El= manowk-n 必~ e mereal亘1nnJe 
「子どもは死んだのではなく，眠っているだけだ」
Mk 9，37 oc; a.v E戸 8EXη寸αl，並μ戸 8EXETαi弘通 TOνdτoσTEl入ανTaμE= or z-is-n 
;}ddownic‘1，必~ z-is ;}ndowni盆1z-ayn or arak‘eac‘-n z-is I私を受け入れる者は，私を
受け入れるのではなく，私を遣わした者を受け入れるのだ」
Mk 14，36 aAA'並TlEyφ6EAω 弘主主 Tlσ心=bayc‘並~ orpes es kamim盆ylorpes dow 
kamis I私の望むようにではなく，あなたの望まれるようにJ(1) 
Jn 12，44 Oπ1σTEUωV正lC;E戸 oumσTEU正lElC; E戸 d並立正isTらV廿石川ανTaμ=or 
hawatay y-is 必~hawatay y-is盆yl(M: ayl) y-ayn or arak‘eac'-n z-is I私を信じる人は，
私ではなく，私を派遣した方を信じているのだ」
Ac 19，26並ι金型'町長σOU弘通σXE8oν 吋 σ市 Tic; 'AσiαC;onα臥oc;otnosπElσα雪
山 TEσTησωikανらνOX入OV = 0c' miav!! z-Ep‘esac'woc'，盆ylgret‘e amenayn isk 
Asiac‘woc‘Pawlos-s ays hawanec‘owc'eal品可eac‘bazowmzolovs Iこのパウロはエフェ
ソだけではなく，ほとんどアシア州全域にわたって，大勢の人々を説き伏せ，誘惑して
しまったJ
しかし， Porter (1992: 205f.)によれば， d入M は OUμ6νov8Eに後続してもその反
意は保持されている:
Ro 5，30もμ6νoν8E，g並立 KαLKαUXφμ0αE Ta'lc; 6Al中正σlν=ew oc ays c'ap‘miay，盆yl
ew parcimk‘ews i nelowt'iwns mer Iこれのみならず，私たちは自分たちの顛難の中に
あってもなお誇っているJ
また， d入M は強調的にも用いることができた.次の Jnでは先行部分との関係から
強調的な意味が理解されるし， Mkと Corでは正i.Kαl = t‘epet ew節と相関して，反
意と強調が同時に看取される:
Jn 8，26πo入AaEXωTIEPLも凶ν入α入ElVKαL KplVElV，弘正ら π匂中αgμ正 d入η6~ c; EσTLν， 
Kaγゐ&首KOUσαπαp'α針。む TαむTαAaAwElC; TらVKOσμOV = bazowm inc' ownim vasn jer 




Mk 14 ， 29 註五aL 吋νTE C; σKαν加入Lσ6~σOVTαl，弘正 obk 三γw= 色2弘主主 amenek‘ean
gayt‘aglesc‘in，盆玄1es oc' I皆がことごとく蹟いたとしても，この私は蹟かなしリ
2Cor 4，16 8lO OUK EyKαKO旬。， d入A'El Kα1 O ECω 合同V av6pwTIoc; 8lα<jl6ElpETαl，位工6
Eσω内μφνdναKαlVOVTαl内μEpcrKα1 ~μÉ pcr = vasn oroy ew 0己‘ janjranamk'，ayl亙訟弘主主




さらに，アルメニア語ではギリシア語 oもに対して oc'et'e r単に…ではなくて (non
seulement) ，…ということではなく J(Meillet 1977: 29) と訳されている例も多い.と
くに『ヨハネによる福音書』では ibroc‘et'eが注目に値する:
Mt 10，20 並γapUIlE1S' EσTE OL Aa入oむνTES'弘通TOiTVEVμαTOむiTaTpoS'U凶νTOAa入OVν
b 仰い=zi必￥白dowk‘ic'ek‘orxawsic官 -n泣 1hogi-n hawr jeroy or xawsic‘i i jez 
「というのは，語っているのはあなたたちではなく，あなたたちの父の霊が，あなたた
ちの中で語っているからだ」
1Cor 15，10並区tγφ従弘通有 XaplS'TOV 8Eoむ内 σむv匂O(=ew盛￥岳es室主1snorhk‘-n 
AYor ~ndis rもっとも私が，というのではなくて，むしろ私と共にあった神の恵みが，
ではあるが」
Jn 6，26 (，ηTE'iTEμE並XOTl Ei:8ETEσημElα，弘通 OTl付dγETEAKTGνapTωV KαL 
EXopTaσ8TJTE = xndrelピdowk‘z-isibr oc' et'e zi n品ansinc' tesek‘盆rlzi kerayk‘i hac百
anti ew yagec‘arowk‘「あなたたちが私が求めるのは，徴を見たからではなく，パンを
食べて満腹したからだJ
次の箇所では， d入M にあたる語はないが，意味的にはEl ll~ がこれに対応していると
考えることができる:
Jn 6，46並X_Q旦TらViTaTEpαωpαKEV TlS' Elι金6品νiTapaTOむ8EOむ， 0もTOS'左wpaKEVTらV






Jn 7，22 OUχ宣士LKToむMωuaEωS'EaTlv弘正 kTφν iTaTEpων= zi並主主豆iMovsese er 
ayl i harc‘anti r [これは〕モーセからではなく，父祖たちからである」
この部分は先行する「モーセがあなたがたに割礼〔の提〕を与えた」という句に対する
補説的挿入句であって，欽定英訳、otbecause it is of Moses， but of the fathers"の
‘because'は文脈に合わず，むしろ例えば NewInternational Version “though actually 
it did not come from Moses， but from the patriarchs"が文意としては正確であると考
えられる.ちなみに TheNew English Bible “not that it originated with Moses but 






Jn 7 ， 48・49μ~ TlS EK TφνapxoνTων 主πiσTEVσενElSαbTOν 首長KTWνφαplσαLων; (49) 
生並立 ooxλog 06Tog6同 γl凶σKωVTOV VOμoνETTapαTOl Elσtν= mi t'e ok‘y-l品xanac‘-n













Mk 16，7 弘通 h訂正TE dTTaTE TO'iSμα0ηTa'isαVTOU Kα1 T<{l nETP4J =組
ert‘ayk‘asac'ek‘c'-a品akertsnora ew c‘-Petros rむしろ行って，彼の弟子たちとベトロ
に言え」
Mt 9，18 向。uγaTηpμovapTl ETEAEUTησω・弘通告鳩山 ETTl8EST内νXE'ipaσouh'
αむT内V，Kα1 ，~σETαl = dowstr im ard ews vax己anec‘aw.位 1ekeal dic‘es z-jern k'o i 






bμas 8ocn入αTPElαvπpOσ仲 ElVTφoφ= i五olovrdoc‘iwreanc‘hanc‘enz下z 年i










1Cor 3，2γaAa uμaS' ETTOTlσα， ou spwμα・OllTW yap E8uνασ0ε.生益二 ob従 ETl VVV 








d主主主主Kδ(KT)σtν=ard noyn isk or ~st AY-n trtmec‘arowk'， orc'ap‘ln己‘ p‘oyt‘gorceac‘i









2Cor 11，1 dゆε入oνdνElXEσ8EμOUμLKpOνTld仰oσかηS"弘註五旦1aVEXEσ8EμOU = law 
er et‘e nereik‘p'ok‘r mi ew imowm anzgamowt‘ean・主辻主主主 ansac'ek‘盟主「私の愚かさ
を，あなたがたはわずかばかりでも忍んでくれているほうがよかったのだが.然り，あ
なたがたはたしかに私を忍んでくれたのだj
Php 1，18 τ入力ν OTl 廿αVTL TpO廿<jl， E'lTE πρoゆdσEt EITE d入ηO正(<;1， XpLσTむg
KaTαγγ足以正TαL，KαL Ev TOUT<jl XαLPω.生並立五旦lxαp時σoμaL= orov orinakaw ew ic'e， et'e 
patcaranok‘ew et'e c品martowt‘eamb，K‘S patmi， ew ~nd ays xndam' 盆~笠 owrax
皇玄室 elec‘「口実によってであれ，真実によってであれ，いずれにしてもキリストが宣べ
伝えられるのだから，私はこのことを喜ぶのだ.然り，これからもさらに喜ぶであろう」







Mt 12，28 EL 8主主ν1TVEUμαTL8正0む打ふ EKsa入ωTa8m凶νtα，白金付加σEν 付'もμd宮内
戸ασLAElαTOむ8EOUニ apaet‘e hogwov AY hanem es z-dews， Q宣 堕 盟nhaseal e i veray jer 
ark‘ayowt'iwn AY Iそこでもし私が神の霊によって悪霊どもを追い出しているのなら，神
の王国はお前たちの上に到来している」
Mt 17，26む旦笠豆長AEu8正pOlELσLν01 VlOl = ana owremn azat en ordik'-n Iそれゆえ，
息子たちは〔税金から〕自由なのだ」
Ro 10，17色旦内ばσTLS'Ec àKO恥，内従 àKO~δLà p~μαTOS' XpLσTOU = ana ow陀 mn
hawatk‘i lseloy en， ew lowr i bane-n K‘Si rそれゆえに，信仰は聞くことから生ずるの
であり，聞くことはキリストの言葉から起こるのだJ
次の箇所は apα の推論的機能が弱められて条件節で訳された例である:
Ro 8，1 ou8Ev白旦 νむV KaTaKpL凶 TOlS' Ev XpLσT4) '1ησOU = t‘e aydpes ic'e， 
oc'inc' datapartowt'iwn e aynoc'ik or i K‘SYS rもしそうなら，キリスト・イエスのう
ちにある者たちにとっては，断罪はないJ
Ga 2，17 EL 8主(lTOむνTES'8LKmω8i'jναL Ev XpLσT4) EUp臼ημEνκαiα針。idμαpTω入Ol，位立
XplσTOS' aμαpTlaS' 8laKOVOS';μ内γEVOlTO = isk et‘e min己‘ xndric‘emk‘ardaranali K‘S， 





ところだが，アルメニア語 apaowremnは apα の読みを採用している. Lk 18，8や
Ac 8，30で apα がともに ardewk‘で訳されていることから見ても，この箇所の訳は意
識的になされたものであると考えられる.
apα oDv rしたがって，かくして」はもっぱらパウロ書簡にかぎって見られる強調の
推論的結合辞であるとされる (Porter1992: 207) : 
Ro 5，18 @ι必空白S'8l' EvoS' 1Tapα廿TφμαTOS'正LS'吋νTαS'av8pφ廿OVS'正tc;KaTaKpl問，
oihωS' Kαiδi'むらS' 8lKαiφμαTOS' ELS' τdνTαS' aν8pφτOVS' 正LS' 8LKαiφσiνCω有吉=盆♀盆
Q笠盟盟旦 orpesmioy・nyanc‘anδk‘y-amenayn mardik datapartowt'iwn， noynpes ew 
mioy-n ardarowt‘eamb-n y-amenayn mardik ardarowt‘iwnkenac‘「かくして，一人の
人の罪過をとおして，すべての人間に有罪判決〔への道が下された〕ように，そのよう
に一人の人の義をとおして，命の義〔への道〕もすべての人間に〔もたらされるJ
アルメニア語では apα oDvは apaowremn (Ro 7，3.25; 9，18; 14，12)だけでなく，
aysowhetew (Ro 8，12; Ga 6，10; 2Th 2，15)， apa (Ro 9，16; 1Th 5，6)およびその結合




この小辞が他の小辞(たとえば 8E，TE Kαo と相関的に現れることなく単独で起こる用
法には，談話的な繋がりを示す機能があるとされる:
2Cor 12，12 Ta医豆町μELαTODhσTO入OVKαT正lpγdσ9T]Ev 仰い b 吋 σ1 imoμovft， 
mμεlOlS TE Kαi. TEpασlV Kαi. 8vぱ μεσlV= 鍾包担 n品ank‘arak'eloygorcec‘an i jez， 
amenayn hamberowt‘eamb I [私が〕使徒であることの徴は，あなたがたの間で，あらゆる
忍耐をもって成就された」
BAGD (sぷ)によれば後続部分に‘butyou paid no attention' Iしかしあなたがたは
〔その徴を〕顧みなかったJが省かれているというが，アルメニア語ではむしろ先行部
分に対する反意として sakaynIしかし」を用いて明確にしているとみられる.
1. 4. VVVL 
本来は時間の副詞であるが， 8E とともにほとんど時間の観念を伴わずに，要約的な陳
述を表す標識とされ，アルメニア語では逐語的に ayVbayc‘ardで訳されている:
Ro 7 ， 17 四止盆 OÙKÉTl吉川 KαTEpγá(o~aL αÙTむ d入Àà ~ OLKOむσα む 匂oidμαpTlα=盆yl
盆rd0己‘ et‘ees gorcem z-ayn， ayl bnakeal j-is melk'-n Iしかし今や，私がそれを行為して
いるのではなく，むしろ私のうちに住んでいる罪が〔それを行為しているのだ〕
1Cor 13，13 l!_l必， 8E同νElTlσTlS， EATTlS， aya川， Ta TplαTαUTα=出辺， ard mnan 
hawatk'， yoys， ser， sok‘a erek'ean Iそこで今や，信仰，希望，愛，これら三つが存続
するJ
1. 5. ouv 
この小辞は推論的(inferential)あるいは結果的 (consecutive)な意味がもっとも優勢
でああり，アルメニア語では ardまたは iskardが対応している:
Mk 10，9 EσoνTaL OL 8uo ELSσapKαμiαν・4σTEobdTl Eiσiν8uo a入dμiασapc.(9) o 
d竺O9EOSσuνE(EVCEν av9pω廿OS同 xωpl(ETW= elic‘in erkowk'-n i marmin mi， ew 




Porter (1992: 305)によれば， oDν はこのような修辞的な疑問文や陳述文を先行の議論
に連結するのに用いられて，談話に結束性 (cohesion)を与えるものである:Ro 3，1.9 
(ew ard); 4，1; 5，1; 6，1.12.15; 7，7.13; 8，12.31; 9，14; 11，1.11; 12，1. これらに対してアル




Ro 5，1 OlKaLω8EνT円 Q畠:'_EKばσTEωSElP昨νηνEXOI-1EVπpOSTOν8EOνola TOU KUpLOV 
内μφν ，1ησOU XpWTOU = .1!vsowhetew ardarac‘ealk‘i hawatoc‘anti， xalalowt'iwn 
kalc‘owk‘[vl EXωI-1EV] ar AC， i jern TN meroy Y si K'Si rかくして私たちは，イ言仰によ
って義とされたので，私たちの主イエス・キリストをとおして，神に対して平和な思い
にひたされている」
Ro 11，1 AEγω 必笠，刊訂φσαTOO 8EOS TOV AaovαbTOD;川 yElノOlTO=盟主ardasem， 










判断され， Kunzle (1984 [s.v.])もそのように理解して‘alsoist es folglich doch so， 
dass du ein Konig bist?'と訳している.しかしながら， aydpesはこの箇所以外ではす
べて前方照応的に olh叫に対応している:Mk 4，40担保r?笠血邑 (=06TωS:fl.13) 
vatasirtk‘ぜ「なぜあなたたちはそのように臆病なのかJ; Jn 18，22蛍昼民豆(=OUTulS) 





2. 強調の標識 (Markersof Emphasis) 
2. 1.γ6 
これは比較的弱い強調の小辞である.アルメヱア語では gonる(M:+ goyne) r少なくと
も，せめてj が対応している:
Lk 18，5 ola主主 TむTTapEXElVμOlK加 OVT~νx午ανTαÚTTJV EKOlK1IσωαUT昨ν=巴逗 (M:
goyne) vasn asxat arneloy z-is ayrwoy-n araric‘nma dat r少なくともこの寡婦が俺に
面倒をかけるので，彼女を擁護してやろう J
次の箇所はギリシア語 yEに対して sakaynrしかし」で対応しているが，これは et‘e
0<'¥' .. sakayn .いという譲歩的な構文を優先したことによるものと考えられる:
8-
Lk 11，8邑玉邑ou8φσ正launi> avασTas 8la TらELVat刺入OVαるTou，8la主 T内νdvαiδElαν
α{JTo{jeγEp8Els 8φσEl α占TtI>oσOV XPTI(;El =目注主主 yarowc'ealtayc‘e nma vasn 






Lk 19，42 EL Eγ1ノωsEv Tft内μEpctTαtJTI KαiσむTaπpらsELPずjVT]V= et'e giteir dow g♀旦昼
(M: goyne) y-awowr-s y-aysmik z-xalalowt'iwn-n k‘o rもしもせめてこの日にお前が自
分の平和を知っていたならば(どんなによいかと思う)J 
がは他の小辞と共に用いられることが多い.たとえば似AayE (Lk 24，21); apa yE 
(Mt 7，2ω; apa yE (Ac 8，30); Elγε(Eph 3，2); El徒 同 γε(Mt6，1); KαiγE (Ac 17，27); 
καLTOlyE (Jn 4，2);同TlyE (1Cor 6， 3); d収入OVyE (1Cor 4，8). しかし，引lrner(1963: 
331)が‘1tis very elusive in NT and is almost always merged with another particle 
as a meaning appendage'と指摘しているように，アルメニア語でも，これらのがは
とくにしかるべき小辞をあてて翻訳されてはいないだけに，上記の数少ない事例はいっ
そう際立つているといえる.ただし， μνoむVyEr否，むしろ[そればかりかJはRo10，18 
manawand， Php 3，8 ayl ew， Ro 9，20 isk ardのほかにω，Ac 17，27 KaL yEに対しては
小辞 naewが用いられている事例が注目される:
Ac 17，27 (;ηT正LVTらV 8EOν， El apαγEψη入α判σElαvα針。V Kα1 EVpOlEV，盟u三oも
μαKpav aτらをvosEKaσTOV内μφViJTTapXOVTα= xndrel z-AC， zit'erews znnic‘en z-na ew 




析は命令法 (Ac13，2; 1Cor 6，2ω あるいは勧告的な接続法 (Lk2，15; Ac 15，3ω と用
いて強意を表すとされるが，アルメニア語では Lk2，15以外では訳されていない:
Lk 2，15 8lEA8ωμνfui Ews Bη0入住μ=些盆主主 erti‘ic‘owk‘minc'ewc‘-Bet官eるmrさあ，
ベトレへムまで出かけてみようではなし、か」
He 2，16 0も yap 主並立金型 ayγ品ων 量刑入αμsaVETαl d入d σπ匂μαTOS 'Aspαdμ 
ht入αμ阿ν正Tαl=k‘anzioc' 旦単主~z-hrestakac‘bowrn harkane ayl 
z'zawake-n Abrahamow bowrn harkane rなぜなら彼はけっして御使いたちを助けるの
ではなく，アブラハムの子孫を助けるのだからJ(erbek‘は否定を強める小辞).
-9-
1Cor 3，5 Tl oU堅企σTLV'Aτo入AWS';Tl 8E EσTLνTIau入0S';=盟主企rdov? e Pawlos-n， kam 
ov? Apawlos iそれでは〔実際〕アポロとは何なのか.またパウロとは何なのか」
この箇所では iskと ardのどちらが OUVに対応しているのか，あるいは 2語で 1語
に対応しているのかは決めることができない(上記1.5参照). isk :mおr?(Mt 
19，7)/isk ov? (Mt 24，45)/isk zi凶?(Mk 15，12)のように疑問詞とともに用いてすべて
TlOUVに対応している事例から， isk =ouvと解される可能性もあるからである.また，
次の箇所では ewsが比較の意味を強めている:
Ro 5，9πo入入4)ou立μanoν8LKaLω8EνT正S'vuv Ev T4)α[μαTLαbTOむσω0ησ6μE8αδl'αもTOむ
aTIO T1IS' opγ恥=orc'ap‘金笠皇 arawely-ardaranal-s merowm ayzmik areamb-n nora， 
apresc‘owk‘novaw i barkowt'ene anti i私たちは，今や彼の血によって義とされたの
だから，さらにいっそう彼をとおして〔神の〕怒りから救われるであろう j
ここで ewsが iskと同じように解されている例として， Mk 1，45/2，2 iJ.TlKETLに対す





He 6，14註ιむ (TR角川ν)EU入oγφνd入oy内σωσ正 Kαi廿入η8uνωνπ入η8uνφσE=壁Q
orhnelov orhnec‘ic‘z-k‘ez ew bazmac‘owc‘anelov bazmac‘owc‘ic‘「たしかに私はあなた
を祝して祝福し，増やしに増やすJ








XWplS' i…を除いてJに対して見られるものと関連する:Mt 14，21 Ol従匂8(0νT正g奇σαv
dν8pE雪山σElπEVTαKlσXl入LOLXωPLS' yuναlKWνKαiπαlδiωV = ork‘keran-n ein [ark‘l 





用いられており，肯定文が 5で，否定文が 3である.アルメニア語では肯定文で apak‘ぬ
が3回(Lk4，23; Ac 21，22; lCor 9，10)， owremn (Ac 28，4)と t'erews(1Cor 9，22)が
各 1回となっている:
Ac 28，4立益笠主坐三 φOVEUSEσTlν6dν9pωπひSOUTOS ov 8lασω9EνTαEK Tfis 9α入dσσηg内
8LKT] (fiv OVK ElαaEV =盟主皇旦旦 spanole ayr-s ays or t'epet aprec‘aw i cove-n， 
irawownk'-n oc‘etown keal rこの男はきっと人殺しだ.海からは救われても，正義の
女神は生かしておかなかった」
Ac 21，22立金士盟dmifoolJTαlOTl弘前入v9αS=盆E盆主主旦lsen，白 ekeales rあなたが来
ていることを，彼らはきっと耳に入れる」
アルメニア語で apak'enrたしかに，きっと，本当に，間違いなく」は， Meillet (1962: 
36) が指摘しているように，いわゆる『ヴェネツィア辞書~ (Awetik‘ean et al. 
1836・1837)では VdvTωS，omnino'に加えて，‘promus.b，ob，伴ν.utique， equidem， 
igitur， enim'との語釈が記載されている.通常 oc‘を先行させて， oVX/OVXL (Vulg. 
nonne)に対する肯定の答えを期待する表現であり，次では原語 πaVTωSrどこまでも，
どのような場合にもJに正確に対応してはいないが，文意は把握されている:
lCor 9，10丹8l'午as並巨盟MγEl;= 0c'aDak'en vasn mer ase r(Gk:それとも)彼
は私たちのために言われているのではないだろうか」
次の箇所は apak'enが otを伴わずに単独で πdνTωgを訳している例であるが，本
来の意味から容易に理解されうる用法である:





Ro 3，9 TL oUV;πpOEX仰E9α;ob立金土盟=ew ard iw? iwik‘aI'awel ic‘emk'，，s盟主包ew
oc'並生， rそれではどうなのか.私たちは何かで優れているのだろうか.まったくそう
ではなしリ
2. 6. i8ou， t8E， dγε 
これらは本来は命令形だ、ったものが談話的機能を担う小辞として硬化するにいたった
ものであり，主に聞き手や読み手の注意を喚起するのに用いられる:
Lk 22，10出盛 EiσE入9OVTων も凶VEis T~V π6入lVσVVαVT時σEl bμtv dν9pωπ05' KEpaμlOV 




ちなみに ahaは ahawanik，ahawadik， ahawasikの前分として機能する接辞的要
素でもあるが，原文テクストで独立属格に後続して導入された新しい情報に注意を喚起
するものとして BAGD(s.v.)に記載されている『マタイによる福音書』のすべての箇




Lk 13，16 TαUTT]V従 9uyαTEpα ，Aspα仰 05σαV，~v EδησEVらZαTαvas出並 δ位αKαi






Lk 15，29 i80むTOσαむTαETl180uAEUωσOl= avsk‘ani? amk‘en zi carayem k‘ez r[Gk: 
見よ]私はこんなにも長い年月あなたに奴隷奉公して来たではないですかl





PατTl(El Kα1 'lTaVTES EPXETαl 甘pらgαUTOV= rabbi， or er・n ~nd k‘ez yaynkoys 
Yordananow， Q盟主型 dow-nvkayec'er， !!hawanikn!! mkrte ew amenk'in gan ar na rラ
ピ，ヨルダン河の向こうであなたと一緒にいた人，あなたが証しなさった人，ご覧くだ
さい，あの人が洗礼を授けており，皆がそちらに行ってしまう J(cf. Jn 7，26 awasik; 11，3 
ahawasik; 12，19 ahawasik) 
このようにアルメニア語では 1人称(ー)s(・)， 2人称(・)d(・)， 3人称(ー)n(・)の 3項からな








Mk 13，18L8aσKaAE， t8EπOTατol Al90L KalπOTαπα1 OLK080μαl = vardapet，胞sorpisi 
en k'arink‘s ew orpisi品inowack‘「先生，ご覧なさい，なんという石，なんという建物
でしょうJ
Jn 11，36恒三 πWS付i入ELaる76ν=包盛主 orc'ap‘sirerz-na r見よ，彼がどれほど彼に惚
れ込んでいたことか」
dγε は νUVとともに・次の 2箇所で起こるだけである:
Jas 4，13色三笠主主 OlAEγoνTES .. =辿盆宝鑑生 enor asen .. rさて，…と言っている
者たちよ[Arm:…と言っている者たちがいるJ






bayc‘で明示される:Jn 4，27 OUδELS ~ÉνTOL E針。=bayc‘OC ok‘asac‘「しかし，誰も言
わなかったJ; Jn 20，5 OU戸VTOtEiσ内入9EV= bayc' i nerk‘soc emowt rしかし，彼は入ら
なかったJ; Jn21，40もμEVTOlfi8Elσαv oiμα0ηTα1 OTl '1ησOUS EσTlV = bayc‘OC‘canean 
a品ake此k'-nt‘e YS ic‘e rしかし，弟子たちには，それがイエスだとわからなかったJ.次の
箇所では aylが用いられている:2Tm 2，19a戸VTOlσT正pEOS9E戸λlOSTOU EσTη院 V=
ayl hastatown himn AY kay rだが，神の強固な基礎は不動であるJ.
ただし，次の箇所は，彼について「ささやきj がなされていた事実に続けて ewを文頭
に補足した訳であって，実質的に伴νTOlが訳されているのではないと考えられる:
Jn 7，13 ou8ELS佐佐主旦 TTappησlq.EAaAEL TE plαUTOU 8La TOVゆOsOν TWV 'lou8αiωV=  




Jas 2，8 ELぽ担旦 ν6μoνTEAElTEsaσlALKらV KαTa 吋νγpα州ν，'Ayα吋σElSTOV 
π入ησioνσOUWSσEαUTOV， KαAWSπOlE1T正・ (9) EL主主叩oσωπo入ημπTELTE，aμαpTlαν 
Epγa(Eσ9E =盆E盆 t‘ez-δrens-n kataric‘ek' z-ark‘ownakan ~st groc'， et‘e siresc‘es 








He 4，3 Ka8ws E'lpT]KEν …盟仕旦 TφνEPγωνd尚 καTα戸o入内SKOσμOU YEν1l8EVTων= 
orpes asac'・n". t包弘主笠 ardiwnk'-ni skzbane asxarhi lieal ein r・・と 〔聖書が〕言
ったとおりである.それも〔神の〕業は世界の礎が置かれた時からなされたにもかかわ
らず」
Ac 14，16・17 OS Ev TaLS TTαP41Xη戸ναlSyE陀 αlSdασ正νπdνTαTaE8川廿OPEUEσ0αt
TαLS O80LSαbTGν・(17)盟 仕 旦 OUKallapTupovα針。νd州KEνdγα80upγφV= or y-anc‘eal 
azgs-n t‘oyl et amenayn het‘anosac‘gnal i己anaparhsiwreanc‘. (17) ew sakavn 






Jn 4，2 阻仕旦主豆，1ησOUSαもTOSOUK Esaπn(EνaAA' OLμα0ηTαiαもTOV=主主旦旦
oc‘旦~YS ink‘nin mkrter. ayl a品akertk‘norarもっとも，イエスが自分で洗礼を授け
ていたわけではなく，弟子たちが授けていたのではあったが」




1Th 4，8 士旦主回並笠 Oa8ETφνo{jk dν8pωπoνa8ETEl a入aTらν8EOνTOν8l8oνTαTら
τVEVμααbTOOTO dγLOlノElsuμas =avsowhetew or anarge， oc‘z-mard anarge， ayl z-AC 
or ew et z-hogi-n nora i jez rしたがって， (この戒めを〕退ける者は，人間を退けるの
ではなく，あなたがたにご自身の聖霊を与えられた神を退けるのだJ(He 12，1も同様)
Lk 20，25 TO並uva廿O80T正 TaKα(aapos KαiσαplκαL Ta TOV 8正OVT<{i 8吋 = 盆d
ert‘ayk‘towk‘z-kayser-n kayser ew z-J¥.子nAYrそこで，行って，カエサルのものはカ
エサルに与えよ，そして神のものは神に〔与えよJ
ert‘ayk‘は対応する Mt22，21 ovνに合わせた語であり，原文にこれがない Mk12，17 
にも現れている.
He 13，13 士豆VU空記EpXφμ正Oα 廿pらgαUTOVECωT恥 ταPEμ戸o入恥 Tらν6ν正l8lσμOVα針。む
<tEpOVTES =盆rdek'ayk' elc'owk‘aI" na artak'oy banaki-n， aI"eal y-anjn z-naxatins nora 
← 14-






Jn 12，42 Quω守 μEVTOlKαl EK nIlv apxoνTωνπo入oieπiσTEVσαν 正1S'αるTOV，a入aola 
TOUS'φαplσαlOVS' OVXムμo入oyovν[ναμちdπoσuνdγωγOlγ正νωVTαl= bavc‘sakavr1 ew 




lCor 14，7 包盟 Taa中VXαφω吋νOlOOνTα，E'LTEα机oS'E'i TE Kl8apα， Eav OlασTO同ν
TolS'や8oyγOlS'川崎， πWS'yvωσ州σ正TαlTらαも入OUμEVOν 号TらKl8αρl(OμEVOV;=盟 盟 主e'
orpes an品ownc'k‘-njayn tayc‘en， et'e p‘01 ew et‘e k'nar. zi et'e ;)ntrowt'iwn 
inc' barbaroy-n c'-arnic‘en， ziard?己anac'ic‘ip‘oloy-nharkanel kam k'nari-n hnc'el["笛
であれ，竪琴であれ，生命体でないものが音を出すのも同様である.なぜなら，それら
が音に何か区別をしないならば，笛が吹かれているとか，竪琴が奏でられているとか，
どうして知られるであろうかJ(cf. Vulg. tamen) 
Ga 3，15 <'ill阻む8pWTTOVK正KVpω戸川νOlα0恥ηνOVOElS'a8ETEL ~ EmδlαTaσσETαl = 
金旦盆主主旦 z-mardkanhastateal ktak oc' ok‘kare anargel ew oc' ayl hraman i veray 










れば，欽定英訳に空h盟 ghit be but a man's covenant，盟主ifit be confirmed， no man 





Lk 6，35 立述笠 dγα廿δTETOUS EX9pous U凶ν=担辺:sirec‘ek‘z-t'snamis jer rそうで
はなく，あなたたちの敵を愛せよ」
Lk 12，31 且並CηTELTET~V sασlAElαvαUTOU = h位互xndrec百k‘z-ark‘ayowt'iwnAY 
「かえって，神の王国を求めよ」
Mt 18，7 avaγmγap E入9ELVTa a!cavoaAa，立通旦旦担1TQ av9pφ刊 Ol'0'U TらσKavoα入OV
EPXETαl = hark e gal gayt‘aglowt'eanc‘， bayc辺!!ymardoy-n aynmik y-oyr jern gayc宅
gayt‘aglowt‘iwn rもろもろの蹟きはやって来ないわけにはし、かない.しかし，禍いだ，
その手を通して蹟きがやって来る，その当の人はJ(Lk 17，101)α1 oE [vl 州内vobαm 
Mk 14，36a入AU= bayc‘は対応する Mt26，39同中 =bayc‘による.
また， πλ恥には議論を打ち切って，重要なことを強調する働きもある:
1Cor 11，11且並 oむTEyu吋 χωplsaνopos 0るTEdv内pxwplsγuναlKOS Ev KUpl41 = 
ba辺:oc' kin aranc‘arn， ew oc' ayr aranc‘knoji TR rし、ずれにしても，主にあっては，





Lk 22，21立泊笠 tooむ内 XELPTOむTTapαOLOOνTOSμμ正T'をμoむhiT恥 Tpαπ《ηs= 






また γ仰には疑問を強める働きもあったが，アルメニア語では訳されなし、:Mt 27，23 
Tl yap 閥 的νhoiησEν;= zinc'? c'ar arar rでは，彼はどんな悪事を働いたのかJ;Jn 7，41 
μ内γapEK'T有srα入t入αiαsO XpLOTらSEPXETαL; = mi t‘e i Galilee galoc'? ic'e K‘S rし、くら
なんでもキリストがガリラヤから来るようなことがあるだろうかJ.
さらに， yapには理由・根拠を表現するのでもなく，強調の小辞として機能するので
もない事例が認められる.Balz and Schneider (sぷ)は，これらの事例における yapは
「無意味な結合辞J(meaningless connecting particle)ではなし1かとの可能性を示唆し
て，テクストを分かち書きする伝統の中で時に oEに代用されるようないわば不要な小
辞であろうと記述している.一方， Porter (1992: 305)によれば， γapの結束性を示す
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用法の重要な事例は『ローマ人への手紙』の次のような箇所に見られるという:Ro 
1，11.16.18; 4，13; 7，14.18; 8，18; 11，25; 12，3. これらの箇所がアルメニア語で、はどのよ
うに訳されているのかを見てみると， k‘anziで訳されているのは 1，11.18の2箇所，
Zl で訳されているのが 1，16，4，13の2箇所であり，他の箇所は訳されていない.その
うち 7，14.18ではともに 1人称 gitemr私は知っている」と解して統一しているだけ
に， γapが訳されていないことはむしろ意図的とさえ感じられる.また， 11，25 OU yap 
8EAω もμasàγνOElV … Tら μuσT~plOνTOÛTO = 0<'¥' kamim…et‘e tgetk‘iたC‘6砧k‘xorhr吋do句Y.
aysmi也kr私はあなた方に以下の奥義を知らずにいてほしくなし、リJは lCoωr1叩0，10ωも0挺正a入刈ω 
Yδp iωjヰ収lμlasaγyvo促正tいν.….ニ O吋己E‘kami札1m.….e叫t'etget也kピ‘ i臼c‘ek'.い.ιと統語的に平行しており， ここ
でもともに γ仰は訳されないままである.ちなみに『新共同訳』でも訳語は見られな
い.最後に， 8，18入oy((oμαLγapon…=  inj ayspes towi， et‘6…「私には・・・であるよう

























おり，命令法との意味的連関はそれほど強くは感じられなし、:Mk 9，22 弘ピ ElTl 
8uvTI， ßo~9ησoν 内μ1νoπ入αYXvw9ELS 付， ~l1âs = ard t‘e karol inc‘es， awgnea mez TR 
gt'ac‘eal i veray mer rそれでも，もし何かおできになるのでしたら，主よ，私たちを
哀れと思ってお助けくださし、J. しかし，アルメニア語では促しの ardによる訳が同
様の文脈をもった Mt9，18に対する解釈とは異なっていることを裏付けている.
(3) Robertson (1934: 1185)はこれを‘confirmatoryand continuative'と特徴づけて
いる.
(4) naがμωo伽に単独で対応している例は Lk11，28 医盟並凶lCapLOlOl alCOUOVTES 
TOV AOγOV TOU 9EOむkdφuλaσσoνT正S=旦盆 eraniaynoc‘ik e lsen z-ban-n AY ew 
parhic‘en rし、や，むしろ幸いだ，神の言葉を聞いて〔それを〕守る者たちはJ.
(5) Louw and Nida (1989: 795)ではI1EVTOl". 8Eは μEV.. 8E，μb...d入d，μEV...
τ入中とともに‘onthe one hand …but on the other hand'の語釈を付して同じ類に
まとめられている.
(6) Php 1，18 Tlγap;廿入力νon…=bayc‘ayszinc'? e…「しかし，それが何であろうか]
では一見すると叫恥 onに対応する語が見られない.文頭の bayc‘は疑問を強める
γap rし、ったい，そもそも」に対したものと考えられなくはないが，通常この用法の γap
はアルメニア語では訳されない (cf.Mt 9，5; 23，17; Lk 22，27) . 
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